












一つは、普段読まなかった異分野め論文 を読むよ うになった ことです。低温センターだより
に掲載 されている論文は、比較的素人向けに書かれているので途中で挫折 せずに読め(そ うで
ない ときもあ りますが)、同時に阪大の他の先生のお仕事 を知 ることが出来 るとい うメリット
もあ りました。本号で も、人工超格子、近接場やスピン拡散 など専門的に書かれた らとても読
むことが出来ないものを易 しく解説されていますので皆様 も楽 しまれたことと思います。
もう一つは、センターを維持 ・向上 させ ようとす る低温セソターの職員の方々の ご苦労を知
ることがで きた ことです。これまで私は低温 セソターのフレキ ュエソ トリーユーザーというわ
けではなかったので、あまりその実態について考 えることな く、たまに液体窒素を使 う程度の
関係でした。そんなわけで、私の場合、低温 についての知識が無い こともあって、低温セソター
での液体窒素や液体ヘ リウムの供給業務は簡単で、 うま く機能 して当然で ある、 という思い込
みがあ りました。やは り、勝手に旨 く機能するシステムとい うのは存在 しないもので、旨 くいっ
ているときは陰で努力されている方の存在が必ず あるものです。
吹 田キャソパスの中に も、私 のように、低温セソターはたまに使 うけれどもあま り馴染みが
ないとい う方 もいらっ しゃるかと思います。 この 「低温センターだより」を通 じて、少 しで も
低温セソターへのご理解 が深まれば幸いに存 じます。'「 一
森'勇 介
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